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指定管理者自己評価 市による評価

　今治市海洋温浴館及び農村交流館は、「市民
の福祉の向上と健康の増進を図り、併せて市の
産業と観光の振興に寄与すること」を目的として
建設された公共施設であることから、利用者の
方への公平・公正を念頭に置き、当施設が設置
目的にふさわしい地域の拠点としての役割を担
い、人と地域がより豊かで活力ある地域づくりに
積極的な貢献を果たせる施設を目指しておりま
す。　　　 
　そのためには、当施設の設置目的にかなった
サービスを利用者の方に提供し、「高い施設の
利用状況」を実現することなどが必要不可欠で
あるため、事業計画に則りサービス業務への取
り組みを行いました。

　市民の福祉の向上と健康の増進を図り、
併せて今治市の産業と観光の振興の寄与
に資する当施設の目的を理解しており、指
定管理業務の実施がなされている。新型コ
ロナウイルス感染症の影響は大きいが、今
後も利用者目線に沿った施設の適正な管
理をお願いしたい。

　本年度の施設利用者数は64，040人（前
年度比△49,743人、56.3％）でした。新型コ
ロナ禍の1年であり、4月22日から5月15日ま
で休館、また機械室工事に伴い1月12日か
ら3月10日まで休館となり、厳しい状況でし
たが新型コロナ感染防止には徹底して努め
サービス向上と施設の利用促進に努めまし
た。

　新型コロナウイルス感染症の影響により全
国的な外出自粛が呼びかけられ、主に隣
接県を中心とする観光客が大幅に減少し
た。加えて、機械室のろ過器取替工事も重
なり、地元利用者の減少も、全体的な利用
者数減に影響したと考えられ、指定管理者
の努力不足による利用者減ではないと考え
られる。
　今後、感染症が収束した際は、利用者増
となるような積極的な取り組みに期待した
い。

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、指定管理者
へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果を取りまとめ
ました。

担当部課
(問合せ先)



課題

管理運営体制 Ｂ Ｂ

管理運営業務 Ａ Ｂ

利用業務 Ｂ Ｂ

指定管理者自己評価 市による評価

　管理運営体制については、概ね計画どお
りに実施できました。各部門ごとに職員自ら
コロナ対策等改善すべき点を相談しながら
徹底した衛生管理に努めており、今後もより
良い管理運営に努めてまいります。

　限られた人員のなかで、職員の適切な配
置がなされている。令和２年度はとくに新型
コロナウイルス感染症拡大防止のための方
法について、職員間の情報共有の場が適
宜開催されており、評価できる。今後も引き
続き、施設の管理運営のための情報共有
に努めて頂きたい。

　当館には、空調設備、ボイラー設備及び
ポンプ設備など大規模設備が多く設置され
ており、これらの設備のほとんどが利用者の
方へのサービスや生命・身体及び財産の
安全に深く関わっていることから、施設設備
の適切な維持管理は施設管理者の重要な
使命と考え、業務仕様書に定められた基準
に従い、これら設備の適切な保守管理に努
めました。また、今治市民の財産としての当
館を長期間安定的に使用するため、さらに
は、利用者の方に快適に施設をご利用い
ただくため、清掃業務や物販飲食提供業
務等その他の管理業務も業務仕様書に定
められた基準に従い、適切に履行いたしま
した。
　コロナ対策として館内の通常清掃とロビー
のテーブル・椅子、券売機、更衣室のロッ
カー・備品等の消毒を利用者の状況で実
施しています。
　休館時には、通常業務時には作業出来
ない外回りの植栽の手入れや、館内の床・
天井・壁等の清掃修繕を実施しました。

　令和２年度に、当施設オープンより使用し
てきたろ過器の取替工事、また、長年実施
できていなかった配管洗浄等を市施工によ
り実施し、施設の長寿命化を図ったことか
ら、指定管理者においては今後も当施設を
適正に管理していただくようお願いしたい。
とくに、設備の保守点検については、施設
利用者の安全確保という観点からも、積極
的な取り組みをお願いしたい。
　日常的な館内各所の消毒作業等につい
ては、利用者の安心安全な利用の確保とい
う点で評価できる。今後も継続できるよう努
めて頂きたい。

　利用業務に関しましては、利用者の方へ
の「公平・公正」を念頭に置き、健常者、弱
者、子供、老人、性別、社会的身分等不当
な差別的取り扱いがないよう徹底し、全て
の利用者の方に愛される施設となるよう努
めました。また、施設内の売店にて地元産
の新鮮魚介類及び野菜の販売、地元旅館
組合との連携、さらには、メディアを活用し
たPR活動等各種の取り組みを行いました。
今後は自主企画イベントの充実及び誘致
活動等の各種活動をコロナの状況を見据
えつつ、利用促進に努めたいと考えます。

　新型コロナウイルス感染症の観点から、積
極的なＰＲは難しかったと思われるが、地元
産品の貴重な販売所として、施設が活用さ
れた点については評価できる。感染症の収
束を見据えて、今後も積極的にＰＲ方法を
模索していただき、利用者の確保に今後も
努めていただきたい。

事業収支 Ｂ

　令和２年度は新型コロナ感染防止及び機
械室工事等による休館があり、営業収益は
前年度比47％で26,000千円減、一方支出
においては、前年度比68％で30,000千円
減となり、事業収支は660千円（税引後）の
黒字決算となりました。コロナ禍において従
業員一丸となって軽費節減に努めておりま
すが、入館者の激減により厳しい状況であ
ります。本年度の結果を分析し、コロナ禍に
より厳しい状況が続くと予想されますが、次
年度の経営に反映させていきたいと考えて
います。

Ｂ

　持続化給付金や雇用調整助成金などを
活用し、雇用を維持しながら業務を継続で
きたことは評価できる。新型コロナウイルス
感染症により入浴料が大幅に減少したが、
予算の削減にも努めていただき、収支が黒
字となった点については評価できる。
　今後も、新型コロナウイルス感染症の動向
に注視いただき、業務の継続をお願いした
い。



課題

その他業務 Ｂ Ｂ

修繕業務 Ｂ Ｂ

備品管理業務 Ｂ Ｂ

行政財産の目
的外使用許可
手続業務

Ａ Ａ

指定管理者自己評価 市による評価

　事故を未然に防ぐための施設内の巡回や機
械器具の点検の他、万が一の事故発生時にお
ける利用者の方の安全確保のための対応等に
つき、全職員に対する周知徹底を行い、迅速か
つ的確な対応ができるよう努めました。また、近
年の地球温暖化問題等環境問題に対する対応
としまして、館内の照明の部分消灯、休憩時に
おける事務室内の消灯、冷暖房温度の適正化
及びゴミの分別収集の徹底及び減量化等を行う
などし、省エネに努めました。
　さらに、施設内環境改善のため喫煙スペース
は、いずれも屋外の玄関前とウッドデッキ部分に
限定しました。
　最後に個人情報保護に対する対応といたしま
して、近年の個人情報の流出が流出元の企業
等の社会的信用を著しく失墜させることに鑑み、
業務上知り得た情報の館外への持ち出しや他
人に漏らしたりしないよう、個人情報保護規程を
作成し個人情報の適正な管理に努めました。

　事故を未然に防ぐため、職員間で意識共
有がなされており、評価できる。また、省エ
ネ対策や分煙など、環境に配慮した施設の
管理運営については、引き続き今後も適正
に実施していただきたい。
　個人情報保護については、公の施設であ
ることを念頭に置いて頂き、適正な管理を
今後もお願いしたい。

　利用者の方々に安全・安心して施設をご
利用いただくため、軽微な修繕に関しまし
ては迅速に対応するよう努めました。当施
設は平成１３年のオープンから１８年が経過
し、経年劣化による設備の損傷、故障も多く
なることが予想されるため、設備の保守点
検結果に基づき、今治市と協議の上、損傷
の程度、故障の頻度さらに耐用年数を考慮
して、計画的に更新、修繕を行いたいと考
えています。

　経年劣化による様々な設備等の不具合が
頻発しており、市で対応する修繕が増えて
きているが、軽微な修繕については指定管
理者でも引き続き実施していただきたい。
今後も、各設備等については定期的な
チェックを実施していただき、不具合が見つ
かれば早急に対応をお願いしたい。

　備品管理につきましては、利用者ニーズ
及び利便性の向上と費用対効果を勘案し、
弊社にて購入の可否の判断が可能なケー
スの場合、必要な備品と判断できれば早期
の購入をするなど利用者の立場に立った対
応に努めました。
　今年度は弊社にて購入した備品はありま
せんでした。既存の備品は、施設の財産で
あると同時に今治市民の財産でもあり、長
期安定使用のためには利用者の方のご協
力も不可欠なことから、適正な使用のため
の説明書の掲示や、職員による説明を行う
など適正な備品管理に努めました。

　令和２年度については、協議の結果、市
で購入する備品のみとなったが、今後も利
用者ニーズの把握に努めていただき、指定
管理者で購入可能な備品であれば、積極
的な導入をお願いしたい。また、既存の備
品についても点検を適宜行い、利用者の安
全確保の観点から、適正な管理を引き続き
お願いしたい。

　利用者の方へのサービス向上のため、自
動販売機の設置スペースの確保について、
行政財産目的外使用許可の手続きを行い
ました。申請に際しましては、使用の目的が
施設の設置目的に反しないよう、また適切
な時期に行うようにしました。行政財産目的
外使用に係る収入金につきましては、当館
の適正な管理運営のための経費に充当し
ました。

　施設の運営に支障のない範囲で、利用者
への利便性向上のための各設備が設置さ
れている。得られた収益は全て施設の管理
運営に充当されており、適切に事務がなさ
れている。



課題

自主事業 Ｂ Ｂ

地域団体との
連携

Ｂ Ｂ

利用者
アンケート

Ｃ Ｃ

指定管理者自己評価 市による評価

　マーレグラッシア大三島の指定管理者㈱
マーレの周知を図ることと、日頃当館をご利
用いただいているお客様への感謝の気持
ちを込めて2件の「感謝祭」を実施する予定
でありましたが、新型コロナ感染防止のため
2件ともに中止することにしました。その代わ
りに、機械室工事による休館後の営業開始
1週間希望者にアイスクリームの無料提供を
おこないました。
　今後も小規模ながらも定期的に実施でき
る自主企画イベントの開催も含め検討して
いかなければならないと考えます。また、単
独でのイベント実施には、予算的にも規模
的にも限りがありますので、これまで以上に
関係団体との連携を密にしながら実施して
いくことが今後の課題であると考えます。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観
点で、予定していたイベントの実施が出来
なかったのは残念である。一方で、機械室
工事後のリニューアルオープンの際には、
希望者へアイスクリームの無料提供を行う
など代替イベントを実施し、利用者増を目
指したことは評価できる。
　コロナ禍において各種イベントの実施の
見通しが困難なことから、規模を縮小する
など、臨機応変な対応を今後もお願いした
い。

　大三島漁業協同組合と大三島町旅館組合と
連携することで、地元産鮮魚の積極活用による
地産地消の推進及び町内旅館に宿泊されたお
客様への当館利用斡旋による利用促進を図るこ
とができたと考えています。とりわけ地産地消に
関しましては、地元産品販売の専用スペースを
設け、大三島漁業協同組合以外にも地元農家
等から農産物等の販売申し込みが多くあり、今
治市大三島海洋温浴館及び農村交流館の設置
目的でもあります地場産業の振興にも寄与でき
たものと考えています。また、こうした取り組みに
よりまして、お風呂には入浴せずに地元産品を
購入するのみで来館されるお客様も増えてお
り、利用形態の多様化による利用促進にもつな
がっているものと考えます。コロナ禍の中観光客
が減少傾向ではありますが、感染防止のため連
絡・協力をしながらこれまで以上に連携を密にし
当館の設置目的にかなった事業の展開に努
め、更なる利用促進を図っていきたいと考えま
す。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、観
光客数が大幅に減少している中、地域の連
携体制を維持し、地元農産物の販売促進
に繋げていくことは、非常に重要な試みで
ある。今後も、地元産品の販売機会を提供
するとともに、地元旅館組合との連携を今ま
で以上に密にし、地域の活性化を目指して
いただきたい。

　新型コロナウイルス感染症による感染拡
大防止として密を回避するべく、アンケート
調査の実施を見送ることとしました。そのた
め、アンケート調査実施に至りませんでい
たが、今後も常に利用者の要望、提言、苦
情等を職員が聞き取り、記録して利用環境
の充実に反映するよう努めたい。

　密回避のため、アンケートの実施自体を
見送った点については致し方ない。一方
で、利用者の意見等は施設の運営改善に
必要であることから、口頭でも聞き取りが出
来る体制は維持していただきたい。



事故・苦情 Ｂ Ｂ

指定管理者の
経営状態

　事故発生時の対応は被災者の立場に立って
迅速かつ的確な対応をとることに職員全員で努
めています。事故発生後の対応は無論のこと、
事故を未然に防止することはそれ以上に重要で
あるとの認識から、日常の機械設備点検や警備
等に力点を置いた対応に努めました。
　新型コロナ感染防止のため、施設利用にあた
りマスク着用・手指消毒・検温・利用者カードへ
の記入をお願いしていますが、当初は拒否され
る利用者が多々おられましたが、職員それぞれ
の真摯な姿勢での対応により他の利用者の方に
も気持ちよくご利用していただいていると思いま
す。
　苦情の処理につきましては、当館を気持ちよく
ご利用いただくとの観点から、利用者の方から
の苦情に対しましては真摯な姿勢で対応するこ
とはもちろんのこと、利用者の方の立場に立った
迅速かつ適切な対応に努めるよう職員への周知
徹底を図り、全職員がこの共通認識の下対応す
るよう努めました。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、当初は利用者への対応に苦慮した部
分があったようだが、誠意を持った対応によ
り利用者の協力が得られ、結果として施設
内で感染が発生しなかったことは評価でき
る。今後も引き続き、感染症拡大防止のた
めの対策を徹底するとともに、各種苦情等
の対応については、職員一丸となって適切
な対応をしていただくようお願いしたい。

　会計帳簿、賃借対照表及び損益計算書については、法令及び定款に従
い、適正に作成されていると認められる。
　指定管理者の経営状況については、財務諸表から割り出した経営分析指
標において将来に禍根を残す可能性の高い異常値は無く、指定施設の管理
を安定して行う物的能力を有していると認められた。

総　合　コ　メ　ン　ト　(市）

　指定管理者は、今治市大三島海洋温浴館及び農村交流館条例及び施行規則ならびに業務仕様書に基づき、施設の特性を踏
まえた管理運営に努めており、指定管理者業務の履行が概ね適正に実施されていると認められた。
　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症により、やむを得ず一時休館を実施したり、全国的な外出自粛が呼びかけられたこと
等により利用者が大幅に減少した。これに伴い、収入面では苦慮した面が多かったと思われるが、国の各制度等の活用により雇
用を維持した経営が実施できたことは評価できる。また、市施工の機械室工事（ろ過器取替）や配管洗浄により施設の長寿命化が
図られたことから、今後指定管理者においては、利用者の安全を第一に、とくに施設の設備等の維持管理の面で適正な運用をお
願いしたい。あわせて、ウィズコロナ・アフターコロナの観点で、当施設の利用者増のための新たな取り組みに期待したい。


